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薪材の生産単位を理解統一するために

メートル法と尺貫法による丸太長さの決定
日本で家を建てるときの一間 いっけん は普通 尺・ ㍍ 大（ ） （6 1.82

2 10名屋敷は ㍍を超えるものもある）で計算される。素人の私は

㎜方眼紙で設計するため、一間 ㍍が計算も容易だ。2
普通丸太を採材するときは ㍍（正確には尺の倍数）の倍でや1.82

る 「とお尺」は 尺× ㍍で ㍍、 尺で ㍍にそれぞれ。 10 0.3 3.0 12 3.65
延べ寸（鋸で切るときの余巾 ～ ㎝）を足す。5 10
一間を ㍍で設計やパネル生産するときは ㍍の倍数に2 2

なり、針葉樹の建築材「定尺」は ㍍プラス延べ寸 ㎝4 10
くらいを印す。

薪材は 尺（約 ㎝）のキノコホダ木と一緒に生産され3 90
ることが多いから、長さ センチの丸太材を右図のよう90
にに積み 「棚」とするのである。、

、取引単位が一定でなければならない。薪を生産又は売買するとき

左の図は旧青森営林局で使用していた「一棚 。タナとは一定の長さの薪」

材(チップ材の場合もある)を高さと積み幅を一定にして土場に積み、販売

したものである。

左の図の長さは尺貫法が基礎になっている。今の日本はメートル法の規格

に決められているが、不思議なことに林業や家の建築規格は尺貫法(尺、寸

単位)が圧倒的に多い。

ゆえに、林業の現場では丸太の長さを切るときの単位は○尺○寸で採材す

ることが多いから、左図も三尺巾( ㎝)の材を六尺( ㍍）×六尺で積ん90 1.8
だ棚をロクロクと言う。

一棚の呼び方はロクロクのほか、サブロク（三尺×六尺…材の長さは三尺

（ ㎝）で一定にする）に積むこともあるので一棚がロクロクかサブロク90
かで倍の違いがある。

以上は層積であり、丸太の太さで空隙の差がある。この空隙を考慮して実

「 」 。 。際の材積を求めるための 係数 が決められていた それが左の表である
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